


















1996 年『倭国乱る』，1999 年『新弥生紀行−北の森から南の海へ』，1999 年『よみがえる漢王朝
− 2000 年の時をこえて−』， 1999 年 5 月～ 10 月〈朝日カルチャセンター〈三国志がみた倭人たち〉（設
楽博己編 2001『三国志がみた倭人たち−魏志倭人伝の考古学』山川出版社），1997 年～ 2001 年文
科科学省科学研究費重点（特定）領域研究〈日本人および日本文化の起源に関する学際的研究研〉（考




本研究プロジェクトは，5 ～ 6 世紀を中心とした「古代東アジアにおける対外交流と文化変容の
比較研究」（代表杉山晋作）と時空的な関係において，重層的・補完的な関係にある。古代東アジ
ア諸国の対外関係，国際関係の研究にたいして，当研究テーマは 3 世紀を中心として，高句麗滅亡









　氏名	 	 　　所属・専攻	 	 	 	
◎東　　　潮	 徳島大学総合科学部・教授・考古学	 　
　後藤　　直	 東京大学大学院人文社会系研究科・教授・考古学	　		
　川本　芳昭		 九州大学大学院人文科学府・教授・東洋史学	 	 　													
　武末　純一	 福岡大学人文学部・教授・考古学	 	 	 　											
　大貫　静夫		 東京大学大学院人文社会系研究科・教授・考古学		 　				
　田中　俊明	 滋賀県立大学人間文化学部・教授・朝鮮古代史	 　
　徐　　光輝		 龍谷大学国際文化学部・教授・考古学	 	 　				
　宮本　一夫	 九州大学大学院人文科学府・教授・考古学	 　									
　高久　健二		 埼玉大学教養学部・助教授・考古学	 	 　					
　鄭　　仁盛	 学術振興会・外国人研究員・考古学（現嶺南大学校人文大学教授）	 　												
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第 3 回研究会　10 月 31 日～ 11 月 7 日　韓国ソウル・京畿道・江原道の遺跡調査
10 月 31 日ソウル大学校博物館にて漢江流域の高句麗堡塁城出土の遺物の見学。同博物館の梁時






業団地の発掘調査の成果などについて情報をえる。4 日韓国国立中央博物館などの見学。5 日～ 6
日韓国国立中央博物館における第 29 回韓国考古学全国大会に参加。
第 1 回研究会では，3 世紀を前後する時期の『三国志』魏書東夷伝の諸国（高句麗・夫餘・沃沮・
挹婁・濊・韓・倭の諸国・諸民族）および魏を総合的な研究対象とし，近年のロシア沿海州，中国
東北地方，朝鮮半島における考古学的調査をおこない，倭・倭人をとりまく国際環境を明らかにす






















第 1 回研究会　6 月 10・11 日　於歴博
　田中　俊明 「挹婁・東沃沮・濊−東夷伝の訳注−」
　大貫　静夫 「古城址からみた遼西，遼東郡」
   鄭　　仁盛 「朝鮮遺跡の調査報告」
　東　　　潮 「楽浪郡・帯方郡・遼東郡・玄菟郡の調査計画」
　武末　純一 「勒島遺跡 A 地区の弥生系土器（予察）」
　上野　祥史 「楽浪出土鏡の系譜」
　石川　岳彦 「遼東郡の墓葬の地域性」
第 2 回研究会　10 月 24 日～ 31 日　於中国黒龍江・牡丹江・松花江・渾江流域の遺跡調査
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に記載された諸国 関して共同研究員 2 名がそれぞれ考古学と文献史学の観点から発表し，今後の
調査に向けて問題提起をおこなった。















第 1 回研究会　6 月 0・11 日　於歴博
　田中　俊明 「挹婁・東沃沮・濊−東夷伝の訳注−」
　大貫　静夫 「古城址からみた遼西，遼東郡」
   鄭　　仁盛 「朝鮮遺跡の調査報告」
　東　　　潮 「楽浪郡・帯方郡・遼東 玄菟 の調査計画」
　武末　純一 「勒島遺跡 A 地区の弥生系土器（予察）」
　上野　祥史 「楽浪出土鏡の系譜」
　石川　岳彦 「遼東郡の墓葬の地域性」
第 2 回研究会　10 月 24 日～ 31 日　於中国黒龍江・牡丹江・松花 渾江流域の遺跡調査





























第 1 回研究会　10 月 23 日～ 30 日　於中国遼寧省・黒竜江省・吉林省・内蒙古自治区


































1977 年に岡崎敬「東夷伝の世界と日本の登場」（『図説中国の歴史 3 魏晋南北朝の世界』講談社）は，
魏志東夷伝の考古学的研究の嚆矢である。そのご森浩一編『三世紀の考古学』上・中・下巻，学生
社，1996 ～ 98 年）が刊行された。東夷伝の諸国をふくめた地域研究である。
中国では，張博泉・魏存成 1998『東北古代民族考古与彊域』が刊行され，中国東北地方の諸民
族についての研究がまとめられた。また近年，夫餘・鮮卑についての研究の関心もたかまっている。
井上秀雄編 1974・1976『東アジア民族史　正史東夷伝』1・2（平凡社），山尾幸久 1986『新版魏
志倭人伝』（講談社），佐伯有清 2000『魏志倭人伝を読む』上下（吉川弘文館），今鷹真・井波律子・
小南一郎訳 1977・1982・1989『三国志』（筑摩書房）の注釈書や翻訳書が刊行されている。
今回の共同研究は，「東夷伝」をキーワードとして，それぞれの専門領域をこえる契機となった。
東北アジア史の研究である。倭人伝と東夷伝との関係について，東アジア的視点でとらえる。倭人
伝を『三国志』東夷伝のなかで位置づけ，東夷伝の国際環境を明らかにすることを目的とした。現
在と歴史上の諸国家・諸民族を峻別して，比較する視点が不可欠である。今回の共同研究によって，
東夷伝諸種族の研究，東北アジア研究の一つの成果が生まれた。 22 年度の東アジアの国際交渉に
かかわる特別展示プロジェクトも動きだした。今回の共同研究の成果は特別展示として生かしうる
であろう。こんごさらに韓国朝鮮，中国，ロシアとの学術交流を促進し，新たなプロジェクトに期
待したい。
東　潮（徳島大学総合科学部，国立歴史民俗博物館共同研究員）
